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近
畿
計
量
大
会
の
主
要
行

事
は
特
別
講
演
2
題
。
1
つ

は
経
済
産
業
省
計
量
行
政
室

課
長
補
佐
矢
島
康
徳
氏
の

「
こ
れ
か
ら
の
計
量
に
つ
い

　
日
本
N
C
L
S
I
と
　
産
（独）

業
技
術
総
合
研
究
所
計
量
標

準
総
合
セ
ン
タ
ー
（
N
M
I

J
）
が
主
催
す
る
「
計
測
標

準
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
3
回
合
同

講
演
会
」
が
　
月
　
日
画
、

11

25

東
京
・
蒲
田
の
大
田
区
産
業

プ
ラ
ザ
P
i
O
で
開
催
さ
れ

た
。
計
量
計
測
に
関
す
る
最

新
技
術
、国
際
的
動
向
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
る
内
容
が
発
表

さ
れ
、
来
場
者
が
多
数
詰
め

か
け
た
。

　
日
産
自
動
車
珂
の
村
田
恵

一
V
P
が
「
自
動
車
産
業
に

お
け
る
計
量
計
測
」
と
題
し

た
基
調
講
演
を
行
っ
た
。

　
同
社
は
新
し
い
計
測
技
術

の
開
発
・
生
産
へ
の
適
用
、

計
測
機
器
精
度
の
確
実
な
保

証
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
日

本
の
自
動
車
産
業
の
お
家
芸

と
も
い
え
る
職
人
技
を
計
測

し
、
デ
ジ
タ
ル
に
変
換
で
き

る
技
術
を
開
発
。
生
産
の
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
貢
献
し
た

り
、
研
究
所
レ
ベ
ル
の
測
定

を
現
場
で
簡
単
に
で
き
る
よ

う
に
研
究
を
重
ね
る
な
ど
、

世
界
中
の
工
場
で
製
品
の
ば

ら
つ
き
を
生
じ
さ
せ
な
い
工

夫
を
こ
ら
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
同
社
の
最
先
端
計

測
技
術
開
発
の
実
例
と
し

て
、
走
行
距
離
試
験
を
実
際

に
行
っ
た
場
合
と
同
等
の
環

境
が
再
現
で
き
る
タ
イ
ヤ
試

験
機
を
紹
介
し
た
。

　
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
適

合
性
評
価
制
度
と
し
て
注
目

さ
れ
る
I
S
O
／
I
E
C
1

7
0
2
5
や
M
I
D
（
欧
州

機
器
指
令
）
の
動
向
、
周
波

数
遠
隔
校
正
（

）

と
い
っ
た
最
新
の
校
正
技

術
、
計
測
器
校
正
の
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
化
、
J
C
S
S
制

度
の
広
が
り
や
ト
レ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ
活
用
へ
の
試
み
な

ど
、　
本
の
講
演
が
行
わ
れ
、

27
計
量
計
測
の
現
在
を
紹
介
し

た
。

近畿6県の計量関係者220名が参加

（1） 2005年（平成 17年）12月4日（日）第 2610 号 （　　　　）昭和26年4月4日 
第三種郵便物認可
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面
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チ
ノ
ー
社
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
柑
   　
　
　
　
　
　
　
　
   隠
面

最
新
の
天
び
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特
集
柑
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大
臣
表
彰
柑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吋
面

東
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海
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計
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大
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
面

第
2
W
G
、全
国
の
計
量
記
念
日
行
事
汗
、ほ
か
　
　
　
　
  宇
面

私
の
履
歴
書
・齊
藤
勝
夫
擬
、社
説
、計
量
ひ
と
く
ち
メ
モ
　
烏
面

東
京
都
、
年
末
期
商
品
量
目
立
入
検
査
を
実
施
、
ほ
か
　
　
　
　
 羽
面

東
北
北
海
道
計
量
大
会

右
面

最
新
の
天
び
ん
特
集
  

韻
面

計
量
行
政
室
矢
島
氏
が
特
別
講
演「
こ
れ

か
ら
の
計
量
に
つ
い
て
」

　
平
成
　
年
度
近
畿
計
量
大
会
が
　
月
　
日
午
後
、
和
歌

17

11

25

山
市
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
和
歌
山
で
開
か
れ
、
奈
良

県
、
滋
賀
県
、
京
都
府
、
兵
庫
県
、
大
阪
府
、
和
歌
山
県

の
計
量
関
係
者
2
2
0
名
が
参
加
し
た
。
大
会
は
午
後
1

時
に
開
会
、
主
催
者
挨
拶
の
あ
と
、
経
済
産
業
省
、
和
歌

山
県
知
事
、
花
日
本
計
量
振
興
協
会
か
ら
来
賓
祝
辞
が

あ
っ
て
、
こ
の
あ
と
計
量
関
係
行
政
機
関
等
か
ら
出
席
し

た
来
賓
を
紹
介
し
た
。
ま
た
近
畿
計
量
協
会
会
長
感
謝
状

が
和
歌
山
県
計
量
協
会
顧
問
で
あ
る
珂
日
米
商
会
の
八
木

茂
氏
に
贈
呈
さ
れ
た
。
そ
の
後
は
大
会
の
主
要
行
事
に
移

り
、
4
時
　
分
か
ら
は
懇
親
会
が
開
か
れ
地
元
の
芸
能
の

45

黒
潮
・
奴
太
鼓
の
演
奏
が
あ
る
な
か
、
近
畿
地
区
の
計
量

関
係
者
は
新
年
会
以
来
の
旧
交
を
温
め
る
な
ど
懇
親
を

行
っ
た
。

て
」、
も
う
1
つ
は
、
新
宮
市

教
育
委
員
会
学
芸
員
山
本
殖

生
氏
の
「
世
界
遺
産
熊
野
詣

の
魅
力
」。

◇
経
済
産
業
省
計
量
行
政
室

矢
島
康
徳
氏
の
「
こ
れ
か
ら

の
計
量
に
つ
い
て
」

　
現
在
、
計
量
行
政
審
議
会

に
計
量
法
の
改
正
の
諮
問
が

出
さ
れ
て
お
り
、小
委
員
会
、

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
審

議
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、　12

月
中
に
は
改
正
の
た
め
の
基

本
方
向
が
さ
れ
る
。
講
演
は

計
量
行
政
室
が
現
在
の
日
本

の
計
量
行
政
の
実
態
が
ど
の

よ
う
な
状
態
で
あ
る
の
か
、

ま
た
国
際
整
合
が
求
め
ら
れ

る
な
か
、
そ
れ
へ
の
対
応
は

ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
な

ど
、
計
量
行
政
の
課
題
全
般

に
わ
た
っ
た
。

　
計
量
行
政
室
の
職
員
は
2

年
で
異
動
す
る
こ
と
が
通
例

に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

事
務
の
引
継
ぎ
が
綿
密
に
行

わ
れ
た
あ
と
、
関
係
部
署
の

視
察
、
関
係
機
関
か
ら
の
説

明
な
ど
の
ほ
か
さ
ま
ざ
ま
な

実
務
の
経
験
を
通
し
て
計
量

行
政
の
実
態
を
実
感
と
し
て

捉
え
る
こ
と
に
な
る
よ
う
で

あ
る
。

　
計
量
行
政
が
機
関
委
任
事

務
か
ら
自
治
事
務
に
変
わ
る

法
改
正
が
行
わ
れ
、
計
量
行

政
の
主
体
が
国
か
ら
地
方
公

共
団
体
に
移
管
さ
れ
た
後
で

あ
っ
て
も
、
計
量
行
政
の
全

体
を
知
り
え
る
最
高
の
立
場

に
あ
る
の
は
国
の
担
当
部
署

主
要
行
事
は
特
別
講
演
2
題

熊
野
古
道
と
熊
野
信
仰
な
ど

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
講
演
は

醍
醐
味
あ
ふ
れ
る
も
の
で

あ
っ
た
。

　
計
量
士
制
度
に
関
係
し
て

は
、
計
量
士
有
資
格
者
の
実

在
を
確
認
す
る
体
制
の
な
い

こ
と
な
ど
不
備
も
指
摘
さ
れ

た
。
計
量
士
は
計
量
士
国
家

試
験
合
格
者
、
計
量
教
習
修

了
者
に
資
格
付
与
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
有
資
格
者
の
名
簿

は
な
く
、
新
た
な
有
資
格
者

も
ま
た
人
の
存
在
そ
の
も
の

が
な
く
な
っ
て
い
て
も
そ
れ

を
把
握
で
き
な
い
と
い
う
の

が
現
在
の
状
況
で
あ
る
。
そ

う
い
う
状
況
は
計
量
士
の
業

務
や
資
格
制
度
を
多
様
化
す

る
こ
と
に
不
都
合
で
あ
る
こ

と
な
ど
、
行
政
担
当
者
の
苦

悩
が
読
み
取
れ
た
。

◇
新
宮
市
教
育
委
員
会
学
芸

員
山
本
殖
生
氏
の
「
世
界
遺

産
熊
野
詣
の
魅
力
」

　
熊
野
の
自
然
の
奥
深
さ
は

南
方
熊
楠
の
粘
菌
な
ど
の
研

究
に
よ
っ
て
世
に
広
め
ら
れ

た
。
そ
の
熊
野
の
高
野
山
に

つ
づ
く
古
道
が
世
界
遺
産
に

し
て
さ
れ
、
地
元
の
人
々
は

喜
び
に
沸
い
て
い
る
。
公
園

は
熊
野
詣
の
熊
野
古
道
の
歴

第
3
回
計
測
標
準
フ
ォ
ー
ラ
ム
合
同
講
演
会

先
端
技
術
や
国
際
的
動
向
の
最
新
情
報
が
集
結

史
と
そ
の
魅
力
を
語
る
も
の

で
あ
る
。

　
紀
伊
半
島
は
大
き
い
。
伊

豆
半
島
な
ど
の
比
で
は
な

い
。
四
国
の
半
分
ほ
ど
、
大

げ
さ
に
い
え
ば
四
国
が
京
都

か
ら
そ
の
ま
ま
突
き
出
た
よ

う
な
半
島
で
あ
る
。
熊
野
古

道
は
高
野
山
に
つ
づ
く
も
の

で
あ
り
、
体
は
滅
び
て
も
魂

は
永
遠
で
あ
り
黄
泉（
よ
み
）

の
世
界
か
ら
い
つ
で
も
蘇
る

（
黄
泉
帰
る
）
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
高
野
山
信
仰
が
あ

る
。
中
世
か
ら
現
在
に
か
け

て
高
野
山
信
仰
が
連
綿
と
つ

づ
い
て
熊
野
古
道
が
残
さ
れ

た
。
高
野
山
が
つ
く
っ
た
未

知
で
あ
り
、
未
開
と
も
思
え

る
自
然
の
な
か
に
人
が
突
っ

込
ん
で
行
っ
て
身
体
を
徹
底

的
に
痛
め
つ
け
る
こ
と
に
突

き
抜
け
る
も
の
を
得
る
自
然

崇
拝
の
原
始
宗
教
が
生
み
出

し
た
も
の
が
熊
野
古
道
で
あ

る
。
奈
良
か
ら
ま
ま
伝
い
に

高
野
山
に
至
る
小
辺
路
、
海

路
の
後
串
本
か
ら
の
中
辺

路
、
伊
勢
参
り
の
延
長
で
至

る
伊
勢
路
が
主
な
道
で
あ

る
。

経
済
産
業
省
計
量
行
政
室

矢
島
康
徳
氏


